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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】令和3年10月14日(2021.10.14)

【公開番号】特開2020-43474(P2020-43474A)
【公開日】令和2年3月19日(2020.3.19)
【年通号数】公開・登録公報2020-011
【出願番号】特願2018-169661(P2018-169661)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  76/11     (2018.01)
   Ｈ０４Ｗ  84/12     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  12/00     (2021.01)
   Ｈ０４Ｗ   8/26     (2009.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｗ   76/11     　　　　
   Ｈ０４Ｗ   84/12     　　　　
   Ｈ０４Ｗ   12/00     　　　　
   Ｈ０４Ｗ    8/26     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年8月20日(2021.8.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｗｉ－Ｆｉ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｐｒｏｖｉｓｉｏｎｉｎｇ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌを用いた通
信パラメータ共有処理において用いられる公開鍵を共有する処理を実行する実行手段と、
　前記実行手段の処理によって共有された公開鍵を用いて、通信パラメータを提供する提
供装置との間で認証処理を実行する認証手段と、
　前記認証処理の後、複数のネットワーク識別子を要求することを示すＣｏｎｆｉｇｕｒ
ａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔパケットを生成する生成手段と、
　前記生成手段によって生成されたＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔパケッ
トを前記提供装置へ送信する送信手段と、
　を有することを特徴とする通信装置。
【請求項２】
　前記生成手段は、複数のネットワーク識別子を要求することに加えて、要求するネット
ワーク暗号化方式を示す情報を含んだＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔパケ
ットを生成することを特徴とする請求項１に記載の通信装置。
【請求項３】
　前記送信手段によって送信されたＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔパケッ
トに応答して前記提供装置から送信されたＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｏｉｎ　Ｒｅｓｐｏｎｓ
ｅパケットを受信する受信手段と、
　前記受信手段によって受信されたＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｏｉｎ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅパケ
ットから取得された複数のネットワーク識別子の少なくとも何れかを自装置に設定する設
定手段と、
　を更に有することを特徴とする請求項１又は２に記載の通信装置。
【請求項４】
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　Ｗｉ－Ｆｉ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｐｒｏｖｉｓｉｏｎｉｎｇ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌを用いた通
信パラメータ共有処理において用いられる公開鍵を共有する処理を実行する実行手段と、
　前記実行手段の処理によって共有された公開鍵を用いて、通信パラメータを受信する受
信装置との間で認証処理を実行する認証手段と、
　前記認証処理の後、複数のネットワーク識別子を要求することを示すＣｏｎｆｉｇｕｒ
ａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔパケットを、前記受信装置から受信する受信手段と、
　前記受信手段によって受信されたＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔパケッ
トに応答して、複数のネットワーク識別子を含むＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｏｉｎ　Ｒｅｓｐ
ｏｎｓｅパケットを、前記受信装置へ送信する送信手段と、
　を有することを特徴とする通信装置。
【請求項５】
　前記通信パラメータ共有処理を開始する指示を受け付ける受付手段を更に有し、
　前記実行手段は、前記指示に従って、前記公開鍵を共有する処理を実行することを特徴
とする請求項１乃至４の何れか一項に記載の通信装置。
【請求項６】
　前記通信パラメータ共有処理において用いられる公開鍵を共有する処理は、前記提供装
置と前記受信装置の一方が他方のＱＲコード（登録商標）を撮影することによって公開鍵
を共有する処理であることを特徴とする請求項１乃至５の何れか一項に記載の通信装置。
【請求項７】
　前記ネットワーク識別子はＳＳＩＤ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ
）であることを特徴とする請求項１乃至６の何れか一項に記載の通信装置。
【請求項８】
　通信パラメータの共有処理において用いられる公開鍵を、画像の撮影又は無線通信によ
り共有する処理を実行する実行手段と、
　前記実行手段の処理によって共有された公開鍵を用いて、通信パラメータを提供する提
供装置との間で認証処理を実行する認証手段と、
　前記認証処理の後、複数のネットワーク識別子を要求することを示すパケットを前記提
供装置に送信する送信手段と、
　を有することを特徴とする通信装置。
【請求項９】
　通信パラメータの共有処理において用いられる公開鍵を、画像の撮影又は無線通信によ
り共有する処理を実行する実行手段と、
　前記実行手段の処理によって共有された公開鍵を用いて、通信パラメータを受信する受
信装置との間で認証処理を実行する認証手段と、
　前記認証処理の後、複数のネットワーク識別子を要求することを示すパケットを前記受
信装置から受信する受信手段と、
　を有することを特徴とする通信装置。
【請求項１０】
　前記公開鍵を共有する処理は、二次元コードの撮影により行われることを特徴とする請
求項８又は９に記載の通信装置。
【請求項１１】
　Ｗｉ－Ｆｉ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｐｒｏｖｉｓｉｏｎｉｎｇ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌを用いた通
信パラメータ共有処理において用いられる公開鍵を共有する処理を実行する実行工程と、
　前記共有された公開鍵を用いて、通信パラメータを提供する提供装置との間で認証処理
を実行する認証工程と、
　前記認証処理の後、複数のネットワーク識別子を要求することを示すＣｏｎｆｉｇｕｒ
ａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔパケットを生成する生成工程と、
　前記生成されたＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔパケットを前記提供装置
へ送信する送信工程と、
　を有することを特徴とする通信方法。
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【請求項１２】
　Ｗｉ－Ｆｉ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｐｒｏｖｉｓｉｏｎｉｎｇ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌを用いた通
信パラメータ共有処理において用いられる公開鍵を共有する処理を実行する実行工程と、
　前記共有された公開鍵を用いて、通信パラメータを受信する受信装置との間で認証処理
を実行する認証工程と、
　前記認証処理の後、複数のネットワーク識別子を要求することを示すＣｏｎｆｉｇｕｒ
ａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔパケットを、前記受信装置から受信する受信工程と、
　前記受信されたＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔパケットに応答して、複
数のネットワーク識別子を含むＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｏｉｎ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅパケット
を、前記受信装置へ送信する送信工程と、
　を有することを特徴とする通信方法。
【請求項１３】
　請求項１乃至１０の何れか一項に記載の通信装置としてコンピュータを動作させるため
のプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上述の課題を解決するために、本発明の通信装置は、Ｗｉ－Ｆｉ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｐｒ
ｏｖｉｓｉｏｎｉｎｇ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌを用いた通信パラメータ共有処理において用い
られる公開鍵を共有する処理を実行する実行手段と、前記実行手段の処理によって共有さ
れた公開鍵を用いて、通信パラメータを提供する提供装置との間で認証処理を実行する認
証手段と、前記認証処理の後、複数のネットワーク識別子を要求することを示すＣｏｎｆ
ｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔパケットを生成する生成手段と、前記生成手段によ
って生成されたＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔパケットを前記提供装置へ
送信する送信手段とを有することを特徴とする。
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